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1. はじめに 
平成26年11月，「地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律の一部を改正する法律1）」が施行され，地方公

共団体を中心に，まちづくり・観光振興等の地域戦略と

の一体性の確保，地域全体を見通した総合的な公共交通

網の形成，地域特性に応じた多様な交通サービスの組合

せ等，地域毎の実情に応じた創意工夫が進められている．

ここでは，基本的な方針の一つに「住民の協力を含む関

係者の連携」が掲げられ，先で述べたネットワークの改

善と併せ，住民が主体となって積極的・継続的関与を行

うことの重要性が明示されている．しかし，需給バラン

スの均衡が崩れた地域公共交通は依然として厳しい経営

環境が続いている．過疎化による人口減少やモータリゼ

ーションの進展により住民の利用意識が遠のいている現

状において，いかに地域公共交通と住民の良好な関係を

築き，持続可能性を高めた地域公共交通ネットワークを

再構築していくか，そのための方法や実践プロセスに関

する知見の収集は解消すべき課題の一つといえる． 

本研究では，以上の問題意識を踏まえ，住民による積

極的・継続的関与の実現を目指しながら地域公共交通の

新規導入を実践したプロセスならびにその効用を考察す

ることを目的とする．特に，本事例では乗合タクシーの

導入以前に地方公共団体が運営する地域公共交通が存在

しておらず，公共の立場から地域公共交通づくりに初め

て取り組んだ事例の事業プロセスを述べる．  

2.地域概況及び乗合タクシー事業の特徴 
 門川町の道路網，主要施設，公共交通網を図-1に示

す．本事業以前は，地域公共交通として門川駅にJR日

豊本線が発着し，国道には延岡市～日向市間の地域間

幹線系統(14往復/日)，日向市～美郷町小原間の廃止路

線代替バス(4往復/日)が運行していた．しかし，路線バ

スは主要幹線道路の単線のみであることから，町内の

各郊外部は交通空白地域となっており，町中心部への

外出ニーズに対応する路線網の不足が生じていた2）． 

これを受け，門川町ではH26年度に地域公共交通網

形成計画を策定し，H27年度以降に乗合タクシー導入

検討に着手している．導入検討においては，二段階の 

実証運行方式を経て，平成29年10月から名称を改め本

格運行に至っている．第1期は運行サービス水準の骨

格を検証し，第2期は本格運行を前提に地区毎のニー

ズに応じた細かな運行内容の調整を行い，その過程で

住民との協議・検討を反復的に実施している(表-1)． 
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表-1 本事業における住民との関わり 
時期・項目 実施内容 

H26/10 
個別訪問調査等

・地区代表者へのグループインタビュー調査か
ら自家用車を持たない高齢世帯等を把握し，
個別訪問調査により具体的な外出実態を把握

〈分析対象〉252世帯（高齢世帯等）
H27/5  計画立案 ・門川町地域公共交通網形成計画を策定 
H27/10～11 
第 1期実証運行

・2ヶ月間の実証運行を実施（5系統） 

H27/12 
利用実態調査①

・乗合タクシーの利用実態，生活動向等を調査
〈分析対象〉177 世帯（個別訪問対象者を含む

65歳以上世帯）  
〈方法〉区長を通じた調査票の配布・回収又は

郵送による配布・回収

H28/4~5 
地域座談会① 

・乗合タクシーのルート・ダイヤ等の運行計画
に関する検討（沿線 22地区） 

H28/10～H29/9 
第 2期実証運行

・1年間の実証運行を実施（9系統） 

H28/12 
地域回覧 開始 

・利用目標及び月間利用者数をまとめた目標達
成状況の通知（路線沿線地区を対象） 

〈方法〉班回覧等を活用した沿線への通知 
      （概ね 2ヶ月に 1度の頻度で実施） 

H29/2，H29/6 
試乗体験イベント

・商業施設，病院，警察等との協働によるお出
かけ企画を開催（路線毎に各 2回）

H29/6～7 
利用実態調査②

・第 2 期実証運行後の利用実態調査として，沿
線地区への追跡調査を実施 
〈分析対象〉576票（町在住 65歳以上） 
〈方法〉地域座談会を通じた配布・回収，郵送

による調査票の配布・回収

H29/6 
地域座談会② 

・乗合タクシーのルート・ダイヤ等の改善に関
する検討（沿線 18地区） 

H29/10～ 
本格運行開始

・検証結果を踏まえ町内 8系統で運行 
・かどっぴータクシーに名称を改め本格運行

図-1 地域概況図 
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3.事業プロセスの検証 
(1) 計画立案時における戸別訪問調査の効用 

 計画立案に際しては，全43区長へのグループインタ

ビュー調査から公共交通を必要とする高齢世帯等を確

認し，個別訪問調査により外出実態や移動時の問題等

の把握を行った(表-2)．これにより，外出目的地や頻
度，時間帯等の詳細なニーズを居住地と結びつけた情

報として把握する事が可能となり，具体的な支援対象

を確認したうえで乗合タクシー事業の政策判断がなさ

れている．また，第1期実証運行後は個別訪問の対象

者を含めて意見聴取を行い(回収数177世帯)，外出機会

の変化では37％が増えたとの回答(図-2)を示し，当初
の支援対象に一定の効果が有ったことが確認された． 

(2) 運行計画検討時における地域座談会 

 第2期実証運行から，住民との直接的な対話の機会

として設けた地域座談会(22地区，319名)(写真-1)が，
住民のなかから利用意識の高い住民を招集する機会と

なった．運行計画に必要な詳細な外出実態を利用見込

みの高い住民から直接確認できる場として機能し，運

行内容に対する地域の意思決定の場として活用した．

さらに，運行直前には地域座談会に参加した区長等に

より，他の住民に利用を呼びかける行動が喚起された． 
(3) 運行継続水準の明示と定期的な利用通知 

 平成28年12月から，地域公共交通会議で検討した運

行継続基準をもとに，利用目標と月間利用状況を沿線

地区に班回覧等を活用して周知し，概ね2ヶ月毎に定

期的な通知を継続している(H29.9までに計6回実施)．

通知を実施した4路線のうち1路線は顕著な利用の増加

(図-3)が確認され，路線存続目標の明示が住民同士で呼
びかけ合って利用する行動を喚起したことが沿線住民

への聞き取りから確認された． 

(4) 運行期間中の試乗体験イベント 

 運行期間中は，公共交通の利用習慣が少なかった住

民に向けて試乗体験イベントを実施した(H29.2は計6回

実施，52名参加)．関心の低さが懸念されたことから参

加の動機付けに外出の楽しみとなるイベントを併せて

企画したため，商店や病院，市場，警察といった町内

施設と乗合タクシーとの連携を生み出す機会となった

(写真-2)．参加者からは企画の満足感及び今後の利用
意向に関する意見，乗合タクシーで楽しく皆と外出で

きたのでまた利用したい等の意見が得られ，乗合タク

シーを使って出かけた経験が楽しみとして記憶され、次

なる利用への意識付けにつながることが示唆された． 

4.おわりに 
 本稿は，乗合タクシー導入事業全体のプロセスから

住民との関わり方を分析し，住民との直接的な関わり

が本事業に及ぼした効用について考察した．本考察は，

一部の住民を対象とした個々の調査結果から示唆され

る効用を示している．今後は，町全体を調査範囲とす

る意識調査等から，地域公共交通網の広がりや利用促

進の反復による公共交通利用の意識・行動変容の要因

について明らかにしていく必要があると考える． 
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写真-2 商店での企画風景 写真-1 地域座談会の様子 

表-2 個別訪問調査の概要 

調査方法 直接面談方式での聴き取り調査（コンサル職員，
又は区長による戸別訪問調査） 

調査時期 平成 26年 10月 31日～11月 25日
対象 252世帯（グループインタビュー調査より把握）

質問
項目

個人 
属性

居住地，年齢，世帯構成，自動車・運転免許の保
有状況，免許返納意志 

外出 
実態

外出目的・具体的な外出先，外出頻度，外出の多
い曜日，外出する時間帯，日常の外出手段

意向 公共交通に求める内容，外出時に生じている問題

図-2 実証運行後の意見（左：利用状況，右：外出機会） 

図-3 中山・五十鈴線の月間利用者数の推移 
（H28実績値，週1日・4便/日運行） 
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12/16 地域への通知開始
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月間目標49人
（便平均3.1人）

知っており、

利用していた

26.6%

知っているが、

利用していない

59.9%

知らなかった

11.3%

無回答

2.3%

（N=177）

変わらない

23%

週1回増えた

11%

週2回増えた

9%月3回

増えた

9%

月2回

増えた

2%

月1回増えた

6%

減った

6%

無回答

34%

（N=47）

「知っており，利用していた」の 
回答者のみの結果 
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